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は
じ
め
に

戦
国
期
京
都
の
土
倉
研
究
は
、
近
年
、
根
本
的
な
見
直
し
が
も
と

め
ら
れ
て
い
る
。
酒
匂
由
紀
子
氏
の
研
究（

（
（

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
戦

国
期
の
土
倉
と
み
ら
れ
て
い
た
大
森
一
族
が
史
料
の
う
え
で
は
「
土

倉
」
と
出
て
こ
ず
、
ま
た
、「
京
都
市
街
に
倉
を
所
有
し
、
質
物
を

取
り
つ
つ
銭
を
貸
し
付
け
て
い
た
「
土
倉
」
の
よ
う
な
金
融
業
者
で

は
な
」
く
、「
村
や
村
人
ら
へ
銭
や
米
を
貸
し
付
け
て
い
る
」「
京
郊

の
「
土
豪
」」
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

酒
匂
氏
が
検
討
し
た
大
森
一
族
と
同
じ
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
天
文

一
五
年
（
一
五
四
六
）
の
分
一
徳
政
令
史
料
に
そ
の
名
が
み
ら
れ
る

存
在
と
し
て
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
吉
田
宗
忠
一
類
」
も
、
戦
国
期
を
代
表
す
る
土
倉
で
あ
る

と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
う
え
に

た
っ
て
こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
が（

（
（

、
大
森
一
族
が
土
倉
で
は

な
い
と
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」に
つ
い
て
も
、

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」
が
土
倉
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

と
い
っ
た
問
題
と
は
別
に
、
遣
明
船
と
の
関
係
か
ら
一
類
の
実
態
に

せ
ま
っ
た
岡
本
真
氏
の
研
究（

（
（

も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、一
類
を
代
表
す
る
吉
田
宗
忠
そ
の
人
の
系
譜
に
つ
い
て
も
、

五
島
邦
治
氏（

（
（

や
河
村
昭
一
氏（

（
（

が
、
あ
ら
た
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
五
島
氏
は
、
吉
田
宗
臨
の
子
と
考
え
ら
れ
て
き
た
吉
田

宗
忠
（
吉
田
与
次
）
が
若
狭
の
「
武
田
雑
掌
吉
田
四
郎
兵
衛
」「
氏
春
」

の
「
実
の
子
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
河
村
氏
は
、
吉
田
宗
忠
（
吉
田
与
次
）
と
武
田
被
官
・
武
田

戦
国
期
京
都
の
土
倉
角
倉
吉
田
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題

―
「
吉
田
宗
忠
一
類
」
を
め
ぐ
っ
て 

―

河
　 

内
　
　
将
　 

芳
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衆
・
武
田
雑
掌
と
し
て
登
場
す
る
吉
田
与
次
と
は
別
人
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

目
下
の
と
こ
ろ
、
新
し
い
史
料
を
筆
者
自
身
が
用
意
で
き
る
状
況

に
は
な
い
の
で
、
何
と
も
い
え
な
い
。
た
だ
、
現
在
知
ら
れ
る
史
料

を
ふ
ま
え
る
か
ぎ
り
で
は
、
河
村
氏
の
見
解
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
も
河
村
氏
の
見
解
を
前
提
に
し
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
に
、
吉

田
宗
忠
と
そ
の
一
類
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
大
き
く

ゆ
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
事
実
を
整
理
し
つ
つ
、
で
き
る
か
ぎ

り
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
、
吉
田
宗
忠
と
そ
の
一
類
に
つ
い
て
再
検

討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一　

吉
田
宗
忠
の
系
譜　

（
１
）
与
次
・
光
信
・
忠
兵
衛
尉
・
宗
忠

「
吉
田
宗
忠
一
類
」
に
つ
い
て
み
て
い
く
ま
え
に
、
一
類
を
代
表

す
る
吉
田
宗
忠
の
系
譜
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
表
１
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、
管
見

の
か
ぎ
り
で
同
時
代
史
料
に
み
え
る
吉
田
宗
忠
の
系
譜
に
か
か
わ
る

情
報
（
実
名
や
法
名
、
あ
る
い
は
仮
名
な
ど
）
を
編
年
で
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
五
月
二
九
日
の

と
こ
ろ
を
み
て
み
る
と
、「
吉
田
忠
兵
衛
入
道
宗
忠
」「
嵯
峨
す
ミ
く

ら
也
」
と
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
永
正
一
四
年
（
一
五
一

七
）
の
と
こ
ろ
に
も
、「
嵯
峨
角
蔵
吉
田
与
次
」
と
い
う
記
述
が
み

え
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、吉
田
宗
忠
（
吉
田
与
次
）
が
「
嵯
峨
」「
す

ミ
く
ら
」（
角
蔵
、
角
倉
）
と
も
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
、
あ
ら
た

め
て
あ
き
ら
か
と
な
る
。
と
同
時
に
、
近
世
以
降
も
そ
の
家
が
存
続

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
角
倉
家
の
系
譜
上
に
、
吉
田
宗
忠
が
位
置
す

る
こ
と
が
う
き
ぼ
り
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

そ
の
角
倉
家
で
は
、
近
世
に
な
っ
て
、「
于
時
貞
享
四
年
丁
卯
三

月
二
日
、
田
中
氏
光
玄
誌
焉
」
と
の
奥
書
を
も
つ
『
角
倉
源
流
系
図

稿（
（
（

』
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
み

ら
れ
る
情
報
も
表
１
に
加
え
て
み
る
と
一
番
左
側
の
よ
う
に
な
る
。

『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
で
は
、
没
年
は
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

生
年
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
同
時
代
史
料
に
み
え
る

人
物
と
の
比
定
は
容
易
で
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
、
矛
盾
す
る
と
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角
倉

源
流

系
図

稿
年

西
暦

月
日

実
名

法
名

忠
兵

衛
与

次
角

倉
(角

蔵
）

与
三

郎
そ

の
他

出
典

宗臨（忠兵衛（

文
亀

３
年

（（0（
４

月
（（日

吉
田

方
宅

神
頭

家
文

書
永

正
６

年
（（0（

（0月
９

日
吉

田
光

清
九

条
家

文
書

永
正

７
年

（（（0
６

月
６

日
吉

田
忠

兵
衛

尉
大

覚
寺

文
書

永
正

８
年

（（（（
（0月

７
日

吉
田

忠
兵

衛
九

条
家

文
書

（
永

正
９

年
）

（（（（

卯
月

（（日
吉

田
忠

兵
衛

尉
九

条
家

文
書

永
正

９
年

卯
月

（（日
吉

田
忠

兵
衛

九
条

家
文

書
卯

月
（（日

吉
田

忠
兵

衛
九

条
家

文
書

卯
月

（（日
吉

田
忠

兵
衛

尉
九

条
家

文
書

永
正

（0年
（（（（

７
月

（（日
嵯

峨
酒

屋
吉

田
押

小
路

文
書

・
永

正
（（年

（（（（
吉

田
与

次
嵯

峨
角

蔵
吉

田
与

次
披

露
条

々
事

・
大

永
元

年
（（（（

正
月

（（日
（

吉
田

与
次

　
武

田
被

官
）

二
水

記
・

大
永

７
年

（（（（
２

月
（（日

（
武

田
衆

吉
田

与
次

）
言

継
卿

記
・

（0月
（（日

（
武

田
雑

掌
　

吉
田

与
次

）
言

継
卿

記
・

大
永

８
年

（（（（
正

月
（（日

（
吉

田
与

次
）　

実
隆

公
記

・
３

月
（（日

ス
ミ

ノ
ク

ラ
言

継
卿

記
・

６
月

（（日
（

吉
田

与
次

）　
言

継
卿

記
・

享
禄

２
年

（（（（
３

月
（（日

（
従

若
州

吉
田

与
次

書
状

来
）

言
継

卿
記

・
享

禄
５

年
（（（（

３
月

３
日

吉
田

光
信

神
頭

家
文

書
・

３
月

３
日

吉
田

光
信

大
覚

寺
文

書
・

６
月

日
吉

田
光

信
神

頭
家

文
書

・
・

天
文

元
年

（0月
（（日

吉
田

忠
兵

衛
尉

山
科

家
古

文
書

・
・

天
文

２
年

（（（（
正

月
６

日
嵯

峨
角

蔵
于

恒
宿

祢
記

・
・

天
文

４
年

（（（（
３

月
（（日

吉
田

宗
臨

同
因

幡
守

別
本

賦
引

付
四

・
・

天
文

６
年

（（（（
３

月
（（日

吉
田

与
次

革
嶋

家
文

書
・

・
天

文
８

年
（（（（

５
月

（（日
宗

忠
吉

田
忠

兵
衛

入
道

宗
忠

嵯
峨

す
ミ

く
ら

也
親

俊
日

記
宗忠（与次、忠兵衛、光信（

・
６

月
朔

日
宗

忠
吉

田
宗

忠
親

俊
日

記

与左衛門（与三郎、光治、幸治（

７
月

（（日
嵯

峨
角

倉
親

俊
日

記

天
文

９
年

（（（0

２
月

朔
日

吉
田

与
三

郎
策

彦
和

尚
初

渡
集

５
月

（（日
吉

田
与

三
郎

幷
舎

弟
孫

六
策

彦
和

尚
初

渡
集

７
月

（（日
角

蔵
大

館
常

興
日

記
９

月
（0日

吉
田

宗
忠

策
彦

和
尚

初
渡

集
死

去
天

文
（0年

（（（（
（（月

７
日

天
文

（（年
（（（（

（0月
２

日
宗

忠
入

道
神

頭
家

文
書

※
（（月

（（日
吉

田
入

道
宗

忠
蜷

川
家

文
書

閏
（（月

（（日
吉

田
宗

忠
入

道
神

頭
家

文
書

※
（（月

（（日
吉

田
宗

忠
神

頭
家

文
書

※

表
１
　
同
時
代
史
料
に
み
え
る
吉
田
宗
忠
の
系
譜
（
付
、
宗
臨
・
与
左
衛
門
・
栄
可
等
）
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天
文

（（年
（（（（

（（月
（（日

吉
田

宗
仲

角
倉

別
本

賦
引

付
二

（（月
７

日
吉

田
宗

忠
一

類
銭

主
賦

引
付

天
文

（（年
（（（0

閏
５

月
３

日
嵯

峨
角

蔵
吉

田
、

子
桂

蔵
主

言
継

卿
記

（（月
（（日

吉
田

宗
忠

吉
田

与
三

郎
天

龍
寺

文
書

・
天

文
（（年

（（（（
２

月
７

日
吉

田
幸

治
神

頭
家

文
書

・
弘

治
３

年
（（（（

８
月

（（日
吉

田
入

道
宗

忠
蜷

川
家

文
書

死
去

・
永

禄
元

年
（（（（

９
月

（（日
・

永
禄

５
年

（（（（
７

月
５

日
嵯

峨
角

蔵
小

西
康

夫
氏

所
蔵

文
書

・
７

月
（0日

吉
田

与
二

嵯
峨

酒
屋

吉
田

与
二

小
西

康
夫

氏
所

蔵
文

書
死

去
・

永
禄

８
年

（（（（
７

月
晦

日
・

永
禄

（（年
（（（（

正
月

（（日
吉

田
与

次
神

頭
家

文
書

※
・

（（月
（（日

光
清

吉
田

与
次

光
清

神
頭

家
文

書
※

・
（（月

（（日
吉

田
与

次
山

科
家

古
文

書
・

永
禄

（（年
（（（（

閏
５

月
（（日

光
清

吉
田

与
次

光
清

神
頭

家
文

書
・

９
月

（（日
光

清
吉

田
与

次
光

清
神

頭
家

文
書

※
・

元
亀

元
年

（（（0
（（月

（（日
吉

田
与

二
同

与
三

神
頭

家
文

書
※

・
（

元
亀

元
年

）
極

月
（（日

吉
田

与
次

同
与

三
神

頭
家

文
書

※
・

元
亀

４
年

（（（（
４

月
２

日
吉

田
与

三
天

龍
寺

文
書

栄可（与次、忠兵衛、光清（

天
正

３
年

（（（（
卯

月
（（日

吉
田

忠
兵

衛
尉

神
頭

家
文

書
※

天
正

４
年

（（（（
（（月

９
日

吉
田

忠
兵

衛
尉

神
頭

家
文

書
※

天
正

５
年

（（（（
４

月
（（日

吉
田

光
清

神
頭

家
文

書
※

８
月

９
日

吉
田

忠
兵

衛
入

道
神

頭
家

文
書

※
８

月
（（日

吉
田

忠
兵

衛
入

道
神

頭
家

文
書

天
正

７
年

（（（（
（（月

（0日
吉

田
栄

可
入

道
神

頭
家

文
書

※
天

正
９

年
（（（（

（0月
（（日

栄
可

神
頭

家
文

書
※

天
正

（（年
（（（（

７
月

（0日
嵯

峨
之

角
ノ

蔵
兼

見
卿

記
（（月

（（日
吉

田
幻

也
神

頭
家

文
書

※
天

正
（（年

（（（（
８

月
５

日
同

与
次

吉
田

与
七

天
龍

寺
文

書

文
禄

４
年

（（（（
９

月
（（日

栄
可

入
道

神
頭

家
文

書
９

月
（（日

吉
田

入
道

栄
可

与
次

清
正

父
与

左
衛

門
尉

天
龍

寺
文

書
慶

長
３

年
（（（（

極
月

（0日
吉

田
栄

可
神

頭
家

文
書

※
（

慶
長

３
年

）
（（月

（（日
吉

田
栄

可
神

頭
家

文
書

慶
長

４
年

（（（（
（0月

晦
日

吉
田

入
道

栄
可

天
龍

寺
文

書
慶

長
（（年

（（0（
５

月
（（日

吉
田

栄
可

神
頭

家
文

書
※

死
去

慶
長

（（年
（（（0

９
月

２
日

（
注

）※
は「

田
中

光
治

氏
所

蔵
文

書
」（

京
都

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

古
文

書
室

影
写

本
）と

重
な

る
も

の
。

注
で

は「
神

頭
家

文
書（

旧
田

中
光

治
氏

所
蔵

文
書

）」と
記

す
。

　
　（

　
）は

武
田

氏
関

係
者

と
し

て
登

場
す

る
も

の
。
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こ
ろ
が
思
い
の
ほ
か
少
な
く
、
符
合
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
こ
と
が
あ

き
ら
か
と
な
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
吉
田
宗
忠
に
か
か
わ
る
部
分
を
み
て
み
る
と
、
そ
の

実
名
が
「
光
信（

（
（

」
で
あ
り
、「
与
次
」
や
「
忠
兵
衛
尉
」（「
忠
兵
衛
」）

と
い
う
仮
名
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
と

同
時
代
史
料
と
で
は
重
な
る
。

ま
た
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
同
時
代
史
料
の
ほ
う
を
な
が
め

て
み
る
と
、
そ
の
名
乗
り
が
、「
与
次
」「
光
信
」
か
ら
「
忠
兵
衛
尉
」

（「
忠
兵
衛
」）「
宗
忠
」へ
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
こ
と
も
み
て
と
れ
る
。

こ
の
う
ち
、「
宗
忠
」
に
は
「
入
道
」
と
い
う
こ
と
ば
が
付
随
し

て
お
り
、「
与
次
」「
光
信
」
と
名
乗
っ
た
の
ち
に
「
忠
兵
衛
尉
」（「
忠

兵
衛
」）
と
名
乗
り
、
そ
し
て
、「
入
道
」
に
な
っ
て
か
ら
「
宗
忠
」

と
名
乗
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、「
宗
忠
」
は
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
が
の
べ
る
よ

う
に
、「
法
名
」
だ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
は
、
天

文
一
五
年
（
一
五
四
六
）
一
一
月
一
二
日
の
と
こ
ろ
に
「
角
倉
」「
吉

田
宗
仲
」
と
、「
忠
」
の
当
て
字
と
し
て
「
仲
」
が
つ
か
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
お
そ
ら
く
「
宗
忠
」
は
、「
そ
う
ち
ゅ

う
」、
あ
る
い
は
「
し
ゅ
う
ち
ゅ
う
」
と
読
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
名
乗
り
の
流
れ
は
、
吉
田
宗
忠
の
孫
に
あ
た
る
吉
田

栄
可
に
お
い
て
も
、「
与
次
」「
光
清
」
か
ら
「
忠
兵
衛
尉
」（「
忠
兵

衛
」）、
そ
し
て
「
入
道
」
と
な
っ
て
「
栄
可（

（
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
踏

襲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。

ま
た
、「
与
次
」「
忠
兵
衛
尉
」（「
忠
兵
衛
」）
と
い
う
仮
名
も
祖

父
か
ら
孫
へ
と
、
吉
田
宗
忠
に
つ
ら
な
る
人
た
ち
に
う
け
つ
が
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

（
２
）
与
次
・
忠
兵
衛
尉
の
重
要
性

こ
う
し
て
み
た
と
き
、
問
題
と
な
る
の
が
、
吉
田
宗
忠
の
子
に
し

て
吉
田
栄
可
の
父
に
あ
た
る
吉
田
与
左
衛
門
の
存
在
で
あ
る
。『
角

倉
源
流
系
図
稿
』
に
よ
れ
ば
、「
与
左
衛
門
」
は
、「
与
三
郎
」
の
仮

名
を
名
乗
り
、
実
名
も
「
光
治
」「
幸
治（

（
（

」
と
名
乗
っ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。

実
際
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
表
１
の
天
文
一
九
年
（
一
五

五
〇
）
一
一
月
二
七
日
の
と
こ
ろ
に
も
吉
田
宗
忠
と
な
ら
ん
で
「
吉

田
与
三
郎
」
と
み
え
、
ま
た
、
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
二
月
七

日
の
と
こ
ろ
で
は
、「
吉
田
幸
治
」
と
み
え
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
吉
田
与
左
衛
門
が
「
与
次
」
の
仮
名
を
う
け
つ
い

で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
与
次
」

の
仮
名
は
、
吉
田
栄
可
が
そ
れ
を
う
け
つ
ぐ
ま
で
空
位
に
な
っ
て
い
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た
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
じ
つ
は
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
さ

れ
る
の
が
、「
与
左
衛
門
」
と
同
じ
く
吉
田
宗
忠
の
子
と
さ
れ
る
人

物
の
存
在
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
言
継
卿
記（

（1
（

』
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
閏
五
月

三
日
条
に
「
嵯
峨
角
蔵
吉
田
子
桂
蔵
主
」
と
み
え
、『
角
倉
源
流
系

図
稿
』
で
は
「
宗
桂
」
と
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

こ
の
宗
桂
は
、
天
文
八
年
（
一
五
二
八
）
に
天
龍
寺
策
彦
周
良
と

と
も
に
明
に
渡
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
お
そ
く
と
も
天
文

二
〇
年
（
一
五
五
一
）
に
は
、「
医
者
意
安（

（1
（

」
と
し
て
活
動
し
て
い

た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、そ
の
宗
桂
（
意
安
）
に
つ
い
て
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

巻
第
四
二
七（

（1
（

「
宇
多
源
氏　

佐
々
木
庶
流　

吉
田
」
は
、「
与
次
」

の
仮
名
を
名
乗
り
、「
天
文
元
年
家
を
継
」
と
記
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
も
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
と

同
じ
よ
う
に
同
時
代
史
料
と
は
い
い
が
た
い
。
た
だ
、
表
１
を
み
て

み
る
と
、
宗
桂
が
「
家
を
継
」
い
だ
と
さ
れ
る
天
文
元
年
（
一
五
三

二
）
に
吉
田
宗
忠
が
「
忠
兵
衛
尉
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
吉
田
宗
忠
が
、
こ
の
こ
ろ
「
与
次
」
か
ら
「
忠
兵

衛
尉
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
入
れ
か
わ
る
よ
う
に
し
て

「
与
次
」
の
仮
名
を
宗
桂
が
う
け
つ
い
だ
と
い
う
可
能
性
が
う
か
び

あ
が
っ
て
こ
よ
う
。

も
っ
と
も
、
宗
桂
は
、
お
そ
く
と
も
天
文
一
九
年
に
は
「
桂
蔵
主
」

と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、「
与
次
」
を
名
乗
っ
て
い
た

こ
ろ
の
実
名
も
、
宗
桂
と
は
別
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
忠
兵
衛
尉
」
を
名
乗
っ
た
形
跡
も
み
ら
れ
な
い
が
、た
だ
、

の
ち
に
も
み
る
よ
う
に
、元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
は
、「
同

（
吉
田
）意

安
」

と
し
て
「
嵯
峨
境
内
土
倉
中
」
の
一
員
に
そ
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
族
と
し
て
の
活
動
は
宗
桂
と
名
乗
っ

て
い
た
時
期
に
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、「
与
次
」
や
「
忠
兵
衛
尉
」
の
仮
名
は
、「
吉
田
宗

忠
」
と
そ
れ
つ
ら
な
る
も
の
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
が
そ
な

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
み
た
と
き
、
吉
田
宗
忠
よ
り
ま
え
の

時
代
に
「
吉
田
忠
兵
衛
尉
」「
吉
田
忠
兵
衛
」
を
名
乗
っ
て
い
た
人

物
が
い
た
こ
と
が
表
１
か
ら
は
読
み
と
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
実
名
が
「
吉
田
光
清
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る

が
、
こ
の
人
物
は
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
に
み
え
る
「
宗
臨（

（1
（

」
に

あ
た
り
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
二
一
日
に
そ
の
名
が
み
え

る
「
吉
田
宗
臨
」
と
考
え
ら
れ
る
。
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つ
ま
り
、
同
時
代
史
料
か
ら
読
み
と
れ
る
系
譜
と
し
て
は
、
吉
田

宗
忠
は
吉
田
宗
臨
の
後
継
者
と
位
置
づ
け
る
の
が
や
は
り
妥
当
と
い

え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
吉
田
宗
忠
と
吉
田
宗
臨
の
関
係
も
あ
く
ま
で
系
譜
上

の
も
の
で
あ
り
、
実
の
子
で
あ
る
か
ど
う
か
ま
で
を
同
時
代
史
料
に

よ
っ
て
確
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、五
島
邦
治
氏（

（1
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、吉
田
宗
忠
（
吉

田
与
次
）
が
「
武
田
雑
掌
吉
田
四
郎
兵
衛
」「
氏
春
」
の
「
実
の
子
」

で
あ
る
可
能
性
を
肯
定
も
否
定
も
で
き
な
い
わ
け
だ
が
、
た
だ
、
系

譜
と
し
て
は
、
吉
田
宗
忠
が
吉
田
宗
臨
に
つ
ら
な
る
も
の
と
理
解
す

る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
仮
名
や
実
名
か
ら
は
、
吉
田
宗
忠
本
人
が
そ
れ
を
意

識
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二　

吉
田
宗
忠
一
類
と
嵯
峨
境
内
土
倉
中

（
１
）
吉
田
宗
忠
一
類

『
銭
主
賦
引
付（

（1
（

』
と
『
徳
政
御
下
知
頭
人
加
引
付（

（1
（

』
は
、
天
文
一

五
年
（
一
五
四
六
）
に
室
町
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
「
分
一
徳
政
令
に

付
随
し
て
、
分
一
銭
の
納
付
を
確
認
し
、
奉
書
発
給
を
記
録
し
た
も

の（
（1
（

」
で
あ
る
。

分
一
徳
政
令
と
は
、「
借
銭
の
十
分
の
一
（
分
一
銭
）
を
幕
府
に

納
入
す
る
と
い
う
条
件
で
債
権
・
債
務
関
係
の
契
約
破
棄
を
認
め（

（1
（

」

た
も
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」
の
名
は
、「
銭
主
」

＝
債
権
者
と
し
て
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

表
２
は
、
そ
の
一
類
の
名
と
「
借
遣
米
銭
」
な
ど
の
総
額
を
記
し

た
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
一
類
の
構

成
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岡
本
真

氏（
（2
（

に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ

き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
吉
田
光
民
」（「
吉

田
孫
六
」）
は
、
吉
田
宗
忠
の
子
に

し
て
宗
桂
の
「
舎
弟
」、
ま
た
、「
華

徳
院
梵
康
は
天
龍
寺
華
徳
院
主
の

安
室
梵
康
、
南
芳
院
周
憲
は
同
寺

南
芳
院
院
主
の
文
盛
周
憲
」、
さ
ら

に
、「
東
南
坊
合
忠
」
は
「
西
山
最

福
寺
東
南
坊
の
住
僧
」
で
あ
り
、「
清

涼
寺
福
乗
坊
の
主
」
が
そ
れ
を
兼

ね
る
と
と
も
に
、
宗
桂
が
明
に
渡
っ

表２　「吉田宗忠一類」の名
銭主賦引付 徳政御下知頭人加判引付 借銭額

吉田入道宗忠 吉田忠兵衛尉 47 貫 320 文
華徳院梵康 嵯峨　花徳院 32 貫 770 文
東南坊合忠 谷　東南坊 25 貫 33 文
南芳院周憲 嵯峨　南芳院 20 貫文
千光寺宗椿 嵯峨　千光寺 ８貫 160 文
田中与一重長 田中与一 ３貫 846 文
吉田光民 吉田孫六 11 貫 900 文
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た
さ
い
に
も
同
行
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
千
光
寺
宗
椿
」
に
つ
い
て
は
、
岡
本
氏
も
詳
細
が

さ
だ
か
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
手
が
か
り
は
少
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
「
千
光
寺
」
は
「
も
と
清
涼
寺
の
西
方

中
院（

（2
（

」
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
一
二
月
二
六
日
に
は
、「
嵯
峨

千
光
寺
雑
掌
」
が
「
龍
安
寺
門
前
内
田
方
借
銭
十
貫
文
」
の
「
十
分

一
進
納
」
し
、「
棄
破
」
の
「
御
下
知
」
を
申
請
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る（

（2
（

。

の
ち
に
「
角
倉
了
意（

以
）」

に
よ
っ
て
「
千
光
寺
」
は
「
再
興（

（2
（

」
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
か
つ
て
「
千
光

寺
」
が
一
類
で
あ
っ
た
と
い
う
関
係
も
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

残
る
「
田
中
与
一
重
長
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
手
が
か
り
に
と

ぼ
し
く
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
に
も
そ
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
点
は
、
吉
田
宗
忠
を
の
ぞ
い
た
全
員
に
あ
て
は
ま

り
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
が
作
成
さ
れ
た
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

段
階
で
は
、
す
で
に
そ
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
類
も

少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
銭
主
賦
引
付
』
に
は
、
酒
匂
由
紀
子
氏（

（2
（

が
検
討
を
加
え
た
大
森

一
族
の
名
も
み
ら
れ
る
が
、
一
類
と
し
て
ま
と
ま
り
を
み
せ
て
い
る

の
は
、
じ
つ
は
「
吉
田
宗
忠
一
類
」
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
一
類
と
し
て
の
む
す
び
つ
き
が
強
か
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
同
時
に
、「
嵯
峨　

花
徳
院
」「
嵯

峨　

南
芳
院
」「
嵯
峨　

千
光
寺
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
嵯
峨
」
と
い

う
地
縁
に
よ
る
む
す
び
つ
き
も
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
点
、
大
森
一
族
が
、
拠
点
と
し
て
い
た
「
京
都
の
北
方
に
あ

る
小
野
山
の
大
森
」
を
「
名
字
の
地
」
と
し
て
「
大
森
」
を
名
乗
っ

て
い
た
の
に
対
し
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」
は
、
嵯
峨
に
所
在
す
る
地

名
で
は
な
い
「
吉
田
」
を
名
字
と
す
る
点
に
も
違
い
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
「
吉
田
」
と
い
う
名
字
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
四
二

七
「
宇
多
源
氏　

佐
々
木
庶
流
」
に
よ
れ
ば
、「
宗
忠
」
か
ら
一
一

代
前
に
あ
た
る
「
厳
秀
」
が
「
近
江
国
吉
田
庄
を
領
せ
し
よ
り
、代
々

家
号
と
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
に
み
え
る
「
吉
田
祖
、

受
封
邑
於
吉
田
故
、
為
称
号
」
と
い
う
記
述
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、『
尊
卑
分
脈（

（2
（

』「
宇
多

源
氏　

吉
田
」
の
「
厳
秀
」
に
ま
で
た
ど
り
つ
く
。

た
だ
し
、「
厳
秀
」
と
『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
に
「
角
倉
祖
」
と
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み
え
る
「
徳
春
」、
そ
し
て
「
宗
忠
」
と
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
裏
づ
け
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
お
そ
く
と
も
吉
田
宗
臨
・
吉
田
宗
忠
が
吉
田
を

名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
同
時
代
史
料
で
確
認
で
き
る
以
上
、
戦
国
期

に
は
、
彼
ら
が
「
厳
秀
」
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」
の
名
が
み
え
る
『
銭
主
賦
引
付
』
と
『
徳

政
御
下
知
頭
人
加
引
付
』
に
は
、
こ
の
一
類
が
土
倉
で
あ
る
と
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
大
森
一
族
と
同
じ
と
い
え
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ

で
は
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」
も
ま
た
、「
京
郊
の
「
土
豪
」」
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
節
を
あ
ら
た
め
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
２
）
嵯
峨
境
内
土
倉
中

表
１
の
う
ち
、
天
文
一
五
年(

一
五
四
六
）
以
前
の
と
こ
ろ
を
み

て
み
る
と
、「
吉
田
与
次
」
が
「
嵯
峨
角
蔵
吉
田
与
次
」（
永
正
一
四

年
）、「
ス
ミ
ノ
ク
ラ
」（
大
永
八
年
）、「
嵯
峨
角
蔵
」（
天
文
二
年
）、

「
嵯
峨
す
ミ
く
ら
」「
嵯
峨
角
倉
」（
天
文
八
年
）、「
角
蔵
」（
天
文
九

年
）、「
角
倉
」（
天
文
一
五
年
）
な
ど
と
登
場
す
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

こ
こ
に
み
え
る
「
蔵
」「
倉
」「
ク
ラ
」「
く
ら
」
が
土
倉
の
そ
れ

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、お
そ
く
と
も
永
正
一
四
年（
一

五
一
七
）に
は
吉
田
与
次
は
土
倉
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
細
倉
、
則
倉
之
名
也
、
名
字
曰
沢
村（

（2
（

」
と
い
う
、
よ
く
知
ら
れ

た
一
文
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、「
角
倉
」（「
角
蔵
」）
は
「
倉
之
名
」
で

あ
り
、「
名
字
」
は
「
吉
田
」
と
な
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
に
先
だ
っ
て
永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
に

は
、「
嵯
峨
酒
屋
吉
田
」
と
み
え
、こ
れ
か
ら
考
え
れ
ば
、「
角
倉
」（「
角

蔵
」）
は
酒
屋（

（2
（

と
し
て
の
「
倉
之
名
」
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

年
未
詳
な
が
ら
、
明
応
年
間
（
一
四
九
二
～
一
五
〇
一
）
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
酒
倉
味
噌
役
免
除
在
所
注
文（

（2
（

を
み
て
み
る
と
、

「
酒
役
、
号
竹
倉
之
時
ハ
、
壱
貫
四
百
文
」
と
あ
り
、「
北
少（

小
）路

室
町

北
東
頬
」
に
所
在
し
た
酒
屋
が
、
以
前
「
竹
倉
」
と
「
号
」
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
角
倉
」（「
角
蔵
」）
が
酒
屋
と
し
て
の
「
倉
之
名
」
で

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
三
月
一
三
日
に
「
嵯

峨
之
念
仏
へ
参
」
っ
た
山
科
言
継
ら
が
、「
ス
ミ
ノ
ク
ラ
ニ
テ
酒
候

了（
（2
（

」
と
の
著
名
な
記
事
も
よ
り
理
解
が
し
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、「
角
倉
」（「
角
蔵
」）
が
酒
屋
と
し
て
の
「
倉
之
名
」
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で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
直
接
あ
き
ら
か
に
で

き
る
史
料
を
見
い
だ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
角

倉
」（「
角
蔵
」）
が
、
土
倉
の
「
倉
之
名
」
で
あ
る
と
い
う
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
史
料
の
う
え
で
吉
田
与
次
が
土
倉
で
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
い
つ
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今

の
と
こ
ろ
そ
れ
は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
こ
と
が
わ
か
る
史
料（

（3
（

が
つ
ぎ
で
あ
る
。

　
　

嵯
峨
境
内
土
倉
中
吉
田
与
二（

次
）・

同
意
安
・
同
彦
六
郎
・
同
与
三
・

堀
孫
九
郎
申
、
対
方
々
族
、
借
遣
要
脚
幷
所
々
散
在
田
畠
山
林

地
子
銭
等
事
、
為
愛
宕
神
用
、
帯
御
代
々
御
下
知
已
下
証
文
、

于
今
無
相
違
上
者
、
弥
不
可
有
改
動
之
条
、
存
知
之
、
至
彼
借

銭
者
、
速
令
返
弁
、
於
買
得
分
者
、
厳
重
可
致
其
沙
汰
之
由
、

被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

 

元
亀
元

　
　
　
　

十
二
月
廿
二
日　

頼（
松
田
）隆

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴（
諏
訪
）長

（
花
押
）

　
　
　
　
　

城
州

　
　
　
　
　
　

 

一
揆
中

元
亀
元
年
と
い
え
ば
、
足
利
義
昭
と
織
田
信
長
が
上
洛
し
て
以
後

の
時
代
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
史
料
は
、
義
昭
政
権
期
の
幕

府
奉
行
人
連
署
奉
書
と
な
る
わ
け
だ
が
、
と
こ
ろ
が
、
こ
の
元
亀
元

年
と
い
う
年
は
、
義
昭
と
信
長
に
と
っ
て
、
軍
事
的
に
も
、
政
治
的

に
も
、
も
っ
と
も
苦
し
い
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
。

同
年
八
月
に
摂
津
へ
出
陣
し
た
隙
を
ね
ら
わ
れ
、
近
江
の
浅
井
氏

と
越
前
の
朝
倉
氏
が
琵
琶
湖
西
岸
へ
進
出
、
そ
れ
を
追
撃
す
る
た
め

信
長
が
湖
西
に
と
っ
て
帰
す
も
延
暦
寺
大
衆
が
浅
井
・
朝
倉
氏
に
同

心
、
そ
の
結
果
、
年
末
ま
で
湖
西
に
釘
付
け
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状

態
が
つ
づ
く
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。

そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
政
情
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

同
年
一
〇
月
四
日
に
は
、「
西
岡
一
揆
発
、東
之
山
下
へ
千
人
計
発
向
」

し
た
と
『
言
継
卿
記
』
同
日
条
は
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
一
〇
月
七
日
に
は
、「
下
京
金
屋
蔵
一
揆
攻
破
」
っ
た
と

い
い
、
一
一
日
に
は
、「
西
岡
方
々
一
揆
、
北
白
川
迄
二
三
千
打
廻
」

り
、
一
二
月
四
日
に
な
っ
て
も
、「
一
揆
可
攻
」
と
い
う
状
態
が
つ

づ
い
て
い
た
こ
と
が
同
記
か
ら
読
み
と
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
、『
言
継
卿
記
』
一
〇
月
四
日
に
は
、「
為
武
家
被
行
徳

政
」
と
の
一
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
が
、
そ
れ
と
と
も
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に
、
九
日
に
は
、「
等
持
院
内
祠
堂
銭
幷
買
得
田
畠
山
林
等
」
に
対

す
る
「
改
動
」
を
み
と
め
ず
、「
徳
政
」
を
免
除
す
る
旨
を
幕
府
が

等
持
院
の
「
雑
掌
」
へ
伝
え
た
こ
と
も
知
ら
れ
る（

（3
（

。

じ
つ
は
、
先
の
史
料
も
ま
た
、
等
持
院
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の

と
同
じ
く
徳
政
免
除
を
み
と
め
た
文
書
で
あ
り
、「
城
州
一
揆
中
」

を
宛
所
に
し
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
は
、
そ
れ
を
申
請
し
た
も
の

た
ち
の
意
向
に
そ
っ
た
か
た
ち
で
と
と
の
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
申
請
し
た
も
の
た
ち
こ
そ
、「
吉
田
与
二（

次
）・

同

意
安
・
同
彦
六
郎
・
同
与
三
・
堀
孫
九
郎
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

「
嵯
峨
境
内
土
倉
中
」
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
、「
吉
田
与
二（

次
）」

以
下
の
面
々
が
土
倉
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
き
ら
か
と
な
る
が
、
も
っ
と
も
、
こ
こ
に
み
え
る
「
吉
田
与

二（
次
）」

は
、吉
田
宗
忠
で
は
な
い
。
表
１
か
ら
も
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、

宗
忠
は
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
吉
田
与
二（

次
）」

は
、
吉
田
栄
可
と
な
り
、
栄

可
が
土
倉
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
と
い
え
る
。
ま
た
、
ほ
か
の
面
々

に
つ
い
て
も
、
す
で
に
林
屋
辰
三
郎
氏（

（3
（

に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
同
意
安
」
が
吉
田
宗
忠
の
子
「
宗
桂
」、「
同
彦
六
郎
」

が
宗
桂
の
兄
弟
「
六
郎
左
衛
門
」（
光
茂
、宗
喜
）
の
子
「
吉
田
宗
運
」

（
彦
六
郎
左
衛
門
、
光
久
、
光
秀
）、「
同
与
三
」
が
栄
可
の
兄
弟
「
吉

田
幻
也
」（
与
三
郎
、
光
次
）、「
堀
孫
九
郎
」
が
宗
忠
の
兄
弟
「
紀

兵
衛
」（
光
雄
、
寿
光
）
の
子
「
堀
孫
三
郎
」（
宗
順
）
の
子
「
堀
宗

佐
」（
光
秀
）
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

な
お
、『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
に
よ
れ
ば
、「
孫
三
郎
者
、
元
吉
田

氏
而
」「
継
堀
氏
」
い
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
子

で
あ
る
孫
九
郎
も
ま
た
、
堀
氏
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、「
吉
田
与
二（

次
）」

以
下
の
人
間
関
係
を
あ
ら
た
め
て
図
示
す
れ
ば
、
図
１
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

こ
の
図
１
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、「
嵯
峨
境
内
土
倉
中
」と
は
、

吉
田
一
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
土
倉
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
き

ら
か
と
な
る
。

（
３
）「
於
嵯
峨
境
内
、
構
土
倉
、
令
利
倍
之
」

そ
れ
で
は
、
こ
の
土
倉
集
団
が
成
立
し
た
の
も
ま
た
、
元
亀
元
年

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
史
料

か
ら
あ
き
ら
か
と
な
る
。

表
３
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
、「
嵯
峨
境
内
土
倉
中
」
に
か
か
わ
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（
忠
兵
衛
尉
、
光
清
）

　宗
臨

（
光
雄
、
寿
光
）

　紀
兵
衛

（
教
春
、
宗
順
）

　堀
孫
三
郎

（
光
秀
、
宗
佐
）

　堀
孫
九
郎

（
与
次
、
忠
兵
衛
尉
、
光
信
）

　宗
忠

（
与
三
郎
、
光
治
、
幸
治
）

　与
左
衛
門

（
与
次
、
忠
兵
衛
尉
、
光
清
、
栄
可
） 

　与
二

（
与
三
郎
、
光
次
、
幻
也
）

　与
三

（
与
七
、
光
好
）

　了
以

（
与
次
？
、
宗
桂
）

　意
安

（
光
茂
、
宗
喜
）

　六
郎
左
衛
門

（
彦
六
郎
左
衛
門
、
光
久
、
光
秀
、
宗
運
） 

　彦
六
郎

（

　
　

 

が
嵯
峨
境
内
土
倉
中
と
し
て
名
前
が
記
さ
れ
る
も
の
た
ち
）

図
１　

中
世
角
倉
吉
田
系
図
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る
史
料
を
集
め
た
も
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
古
い
も
の
と

し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
付
の
文
書（

（3
（

が
確

認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

愛
岩（

宕
）神

事
・
同
燈
明
要
脚
事
、
為
天
下
静
謐　

御
願
、
不
混
自

余
、
於
嵯
峨
境
内
、
構
土
倉
、
令
利
倍
之
、
可
被
遂
神
事
無
為

節
、
更
不
可
准
徳
政
法
之
上
者
、
不
可
有
改
動
之
由
、
可
被
仰

下
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

天
文
十
九
年
十
二
月
廿
八
日　

左（
諏
訪
晴
長
）

衛
門
尉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊（
伊
勢
貞
孝
）

勢
守
（
花
押
）

　
　
　

 

大
覚
寺
御
門
跡
雑
掌

こ
こ
か
ら
は
、「
於
嵯
峨
境
内
、
構
土
倉
、
令
利
倍
之
」
る
の
は
、

「
愛
岩（

宕
）神

事
・
同
燈
明
要
脚
」
を
ま
か
な
い
、「
遂
神
事
無
為
節
」
げ

る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
幕
府
も
「
不
可

准
徳
政
法
之
上
者
、
不
可
有
改
動
之
由
」
＝
徳
政
免
除
を
み
と
め
た

こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。

元
亀
元
年
に
「
為
愛
宕
神
用
、
帯
御
代
々
御
下
知
已
下
証
文
、
于

今
無
相
違
上
者
、
弥
不
可
有
改
動
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
右
の

文
書
や
永
禄
五
年(

一
五
六
二
）・
六
年(

一
五
六
三
）
の
文
書
を
ふ

ま
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
徳
政
免
除

が
、
こ
れ
以
前
か
ら
み
と
め
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

さ
だ
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
右
の
文
書
の
宛
所
が
「
大
覚
寺
御
門
跡
雑
掌
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
が
最
初
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
へ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

こ
れ
よ
り
三
年
後
の
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
に
「
近
年
依
天

下
錯
乱
」
り
「
旧
式
」
に
「
似
合
」
わ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
「
愛

宕
護
・
野
宮
両
社
」
の
「
祭
礼
」「
社
頭
・
神
輿
等
」「
神
供
燈
明
」

を
旧
に
復
す
る
よ
う
、「
当
山
別
当　

大
覚
寺
准
后
」
に
対
し
て
後

奈
良
天
皇
綸
旨（

（3
（

が
出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
時
期
、「
愛
宕
護
」
の
「
祭
礼
」「
社
頭
・
神

輿
等
」「
神
供
燈
明
」
の
再
興
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み

と
れ
る
が
、
そ
れ
と
揆
を
一
に
す
る
か
の
よ
う
に
し
て
、「
於
嵯
峨

境
内
、
構
土
倉
、
令
利
倍
之
」、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
「
遂
神
事

等
無
為
節
」
げ
ら
れ
る
よ
う
「
大
覚
寺
門
跡
雑
掌
」
へ
伝
達
さ
れ
た

こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
文
中
に
み
え
る
「
嵯
峨
境
内
」
も
ま
た
、「
当（

大
覚
寺
）門

跡
領
嵯
峨
境
内（

（3
（

」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
嵯

峨
境
内
」
に
お
い
て
、「
土
倉
」
を
「
構
」
え
、「
利
倍
」
し
て
い
た
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の
が
、「
嵯
峨
境
内
土
倉
中
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
「
嵯
峨
境
内
土
倉
中
」
と
「
吉
田
宗
忠
一
類
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
表
３
の
う
ち
、
天
文
一
九
年
か
ら
永

禄
六
年
ま
で
の
史
料
に
は
、
吉
田
宗
忠
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
と
は
断
言
で
き
な

い
。た

だ
、
表
３
の
う
ち
、
５
・
10
以
外
の
文
書
は
す
べ
て
吉
田
栄
可

の
手
元
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
な
か
の

天
文
一
九
年
か
ら
永
禄
六
年
ま
で
の
文
書
が
、
栄
可
の
祖
父
に
あ
た

る
吉
田
宗
忠
に
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
天
文
一
九
年
段
階
で
吉
田
宗
忠
が
土
倉

で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
宗
忠

以
外
の
一
類
が
、
天
文
一
九
年
段
階
で
土
倉
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
天
文
一
九
年
の
文
書
と
同
日
に
出
さ
れ
た

式
部
大
輔（

（3
（

条
々
書
の
宛
所
は
、「
嵯
峨
土
倉
中
」
と
な
っ
て
お
り
、

す
で
に
土
倉
集
団
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
と
い
え
る
。

よ
っ
て
、
一
類
の
一
部
が
、
吉
田
宗
忠
と
と
も
に
「
土
倉
中
」
を
結

成
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
天
文
一
五
年
段
階
で
は
、
大
森
一
族
と
同
じ
よ
う

表３　「嵯峨境内土倉中」にかかわる史料
年 月日 文書名 宛所 形状 出典

1 天文19年 12月28日 室町幕府奉行人連署奉書 大覚寺御門跡雑掌 神頭家文書※
2 天文19年 12月28日 室町幕府政所執事加判奉書 大覚寺御門跡雑掌 神頭家文書※
3 天文19年 12月28日 式部大輔条々書 嵯峨土倉中 神頭家文書※
4 永禄５年 ３月21日 近江六角氏奉行人連署奉書 大覚寺御門跡雑掌 折紙 神頭家文書※
5 永禄５年 ３月21日 近江六角氏奉行人連署奉書案 大覚寺御門跡雑掌 大覚寺文書
6 永禄５年 ３月24日 大覚寺門跡坊官連署奉書 嵯峨土倉中 折紙 神頭家文書※
7 永禄５年 ５月10日 室町幕府奉行人連署奉書 一揆中 折紙 神頭家文書
8 永禄５年 ５月10日 室町幕府政所執事加判下知状（当境内土倉中） 神頭家文書※
9 永禄６年 11月20日 室町幕府政所執事加判下知状（嵯峨境内土倉中） 神頭家文書※
10 永禄６年 11月20日 室町幕府奉行人連署奉書 仁和寺借主中 折紙 山科家古文書
11 元亀元年 12月22日 室町幕府奉行人連署奉書 城州一揆中 折紙 神頭家文書※
12（元亀元年）極月22日 上野秀政奉書 城州一揆中 折紙 神頭家文書※
13 慶長11年 ５月27日 京都所司代板倉勝重下知状 （吉田栄可） 神頭家文書※
14（年未詳） ９月７日 細川晴元書状 長田殿 神頭家文書

15（年未詳） 11月27日 某書状 志恩庵・
吉田与次殿御宿所 折紙 神頭家文書※

16（年未詳） 極月９日 三好宗謂書状 吉田与次殿・
吉田彦六殿進之候 モト折紙カ 神頭家文書※

17（元亀元年）12月10日 矢部光佳書状 威徳院御同宿中 折紙 神頭家文書
（注）※については表１参照。
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に
「
京
郊
の
「
土
豪
」」
に
み
え
た
「
吉
田
宗
忠
一
類
」
の
う
ち
、

少
な
く
と
も
宗
忠
と
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
の

天
文
一
九
年
に
は
土
倉
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
点
で
は
、
大
森
一
族
と
は
違
い
が
み
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ

れ
で
は
、こ
の
両
者
を
分
け
た
も
の
と
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、

宗
忠
が
天
文
九
年
よ
り
ま
え
か
ら
「
角
倉
」（「
角
蔵
」）
と
よ
ば
れ

る
倉
を
構
え
た
酒
屋
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
と
め
ざ
る
を
え
な
い
と
思

わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
戦
国
期
京
都
に
お
い
て
は
、
た
だ
単
に
「
村
や
村
人
ら

へ
銭
や
米
を
貸
し
付
け
」
て
い
る
だ
け
の
銭
主
が
土
倉
と
み
と
め
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
酒
屋
を
兼
業
す
る
な
ど
し
て
、
文
字
ど
お
り
倉

を
構
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
土
倉
と
し
て
み
と
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
財
宝
を
納
め
た
建
物
で
あ
り
、
富
そ
の

も
の
の
象
徴
と
い
う
」「
土
蔵
と
い
う
も
の
に
対
し
て
人
々
が
普
遍

的
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ（

（3
（

」
は
、
戦
国
期
に
お
い
て
も
な
お
共
有
さ
れ
て

い
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」
の
う
ち
、
吉
田
宗

忠
と
そ
の
一
類
の
一
部
は
、
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
に
は
確
実

に
土
倉
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
宗
忠
も
天
文
一
五
年
（
一
五
四
六
）
の
段

階
で
土
倉
で
あ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
を
史
料
に
よ
っ
て
明
言

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
そ
れ
は
、
み
か
た
を
か
え
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
「
嵯
峨
酒
屋

吉
田
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
宗
忠
が
、
天
文
一
九
年
を
境
に
一
類

と
と
も
に
「
嵯
峨
境
内
土
倉
中
」
へ
と
転
身
し
た
こ
と
を
指
し
示
し

て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
も
、「
愛
岩（

宕
）神

事
・
同
燈
明
要
脚
」
を
ま
か
な
い
、「
遂
神
事

無
為
節
」
げ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、
徳
政
免
除
が
約
束
さ

れ
る
と
い
う
特
別
な
装
い
を
ま
と
っ
て
の
転
身
で
あ
っ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

実
際
、
そ
の
特
別
な
装
い
は
、
つ
ぎ
の
文
書（

（3
（

か
ら
も
み
て
と
れ
る

よ
う
に
、
宗
忠
の
孫
に
あ
た
る
吉
田
栄
可
の
時
代
ま
で
有
効
に
は
た

ら
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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今
度
西
岡
徳
政
之
儀
、
雖
被
仰
出
、
嵯
峨
土
蔵
方
之
儀
者
、
為

愛
宕
山
御
神
用
銭
、
従
先
々
、
徳
政
御
免
除
之
上
者
、
不
混
自

余
、
不
可
有
別
儀
候
、
此
由
、
嵯
峨
土
蔵
中
可
被
仰
聞
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
部
善
七

　
　
　

十
二
月
十
日　
　
　
　

光
佳
（
花
押
）

　
　

威
徳
院

　
　
　

 

御
同
宿
中

年
未
詳
な
が
ら
、
そ
の
内
容
か
ら
、
先
に
み
た
史
料
と
同
じ
く
、

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
差
出

の
「
矢
部
善
七
」「
光
佳
」
は
、
信
長
側
近
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物（

（4
（

で
あ
り
、
ま
た
、
宛
所
の
「
威
徳
院
」
は
、「
愛
宕
護
山
白
雲
寺
」

に
お
い
て
「
社
中
一
山
之
事
」
を
「
司
」
る
ひ
と
り
「
西
之
坊
」
と

も
よ
ば
れ
た
「
社
僧（

（4
（

」
を
意
味
す
る
。

こ
こ
か
ら
は
、「
嵯
峨
土
蔵
方
」「
嵯
峨
土
蔵
中
」
が
「
愛
宕
山
御

神
用
銭
」
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
以
上
は
、「
徳
政
免
除
」 

で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
信
長
方
か
ら
も
み
と
め
ら
れ
て
い
た
事
実
が
知
ら

れ
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
文
書（

（4
（

の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
慶
長

一
一
年
（
一
六
〇
六
）
ま
で
み
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

　
　

愛
宕
神
事
・
同
燈
明
要
脚
之
事
、
為
天
下
静
謐　

御
願
、
不
混

自
余
、
於
嵯
峨
境
内
、
吉
田
栄
可
構
土
蔵
、
令
利
倍
之
、
可
遂

神
事
之
段
、
任
先
例
、
弥
不
可
有
改
動
之
上
者
、
当
境
内
倉
中

可
令
存
知
之
旨
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、

　
　
　

慶
長
拾
壱
年
五
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊（
板
倉
勝
重
）

賀
守
源
朝
臣
（
花
押
）

差
出
の
「
伊
賀
守
源
朝
臣
」
と
は
、
京
都
所
司
代
と
し
て
知
ら
れ

る
板
倉
勝
重
の
こ
と
だ
が
、
文
面
を
み
て
み
る
と
、「
吉
田
栄
可
」

と
い
う
名
前
を
の
ぞ
け
ば
、
お
よ
そ
半
世
紀
ま
え
の
天
文
一
九
年
の

文
書
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
り
な
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
事
実
は
、
天
文
一
九
年
以
来
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
書
を
支

証
に
し
て
、「
吉
田
栄
可
」
が
板
倉
勝
重
に
対
し
て
右
の
文
書
発
給

を
申
請
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
と
同
時
に
、
慶

長
一
一
年
に
い
た
っ
て
も
な
お
、
栄
可
が
土
倉
（「
土
蔵
」）
を
称
し

て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
吉
田
栄
可
」
の
よ
う
に
、
慶
長
一
一
年
段
階
で
土
倉
を
称
し
て
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い
た
存
在
が
ほ
か
に
も
確
認
で
き
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ
だ

か
で
は
な
い
が
、
同
じ
慶
長
一
一
年
に
は
、
編
纂
物
な
が
ら
『
当
代

記（
（4
（

』
巻
四
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　
　

此
春
比
よ
り
、
奥
丹
波
江
舟
を
可
入
と
て
、
淀

（
大
堰
）川

を
堀（

掘
）け

る
か
、

此
程
成
就
し
て
舟
往
来
有
け
る
、
是
兵
糧
可
運
送
之
支
度
也
、

嵯
峨
の
角
の
蔵
聟
是
を
取
行
、

右
は
、
い
わ
ゆ
る
大
堰
川
開
削
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
開
削
を
「
取
行
」
っ
た
の
は
、「
嵯
峨
の
角
の
蔵
聟
」

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
み
え
る
「
嵯
峨
の
角
の
蔵
」

と
は
、
栄
可
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
聟
」
と
は
、「
吉
田

栄
可
女
」
を
「
妻
」
に
し
た
と
『
角
蔵
源
流
系
図
稿
』
に
記
さ
れ
る

「
了
以
」（
仮
名
与
七
、
実
名
光
好
）
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
般
に
角
倉
了
以
の
事
蹟
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で

も
ま
た
、
宗
忠
を
う
け
つ
い
だ
栄
可
が
「
嵯
峨
の
角
の
蔵
」
の
中
核

に
位
置
し
、
そ
の
一
類
で
あ
る
「
聟
」
と
と
も
に
事
業
を
展
開
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
吉
田
宗
忠
一
類
」
以
来
の
一
類
の
む

す
び
つ
き
が
、
な
お
も
ひ
き
つ
が
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の

と
い
え
よ
う
。

注（
1
）
酒
匂
由
紀
子
「
戦
国
期
京
都
の
「
土
倉
」
と
大
森
一
族
ー
天
文
一
五

年
の
分
一
徳
政
令
史
料
の
再
検
討
ー
」（
同
『
室
町
・
戦
国
期
の
土
倉

と
酒
屋
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
は
二
〇
一
四
年
）。

（
2
）
河
内
将
芳
「
酒
屋
・
土
倉
の
存
在
形
態
ー
角
倉
吉
田
を
中
心
に
ー
」（
同

『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は

一
九
九
二
年
）、
同
「
酒
屋
・
土
倉
と
商
工
業
座
の
関
係
ー
角
倉
吉
田

と
洛
中
帯
座
を
中
心
に
ー
」（
同
上
、
初
出
は
一
九
九
三
年
）、
同
「
土

倉
と
し
て
の
角
倉
ー
角
倉
吉
田
と
「
嵯
峨
土
倉
中
」
ー
」、
同
「
角
倉

家
と
公
家
・
武
家
・
寺
社
と
の
関
係
ー
中
世
に
お
け
る
ー
」（
森
洋
久

編
『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（
3
）
岡
本
真
「
戦
国
期
の
京
都
商
人
と
対
外
貿
易
ー
遣
明
船
か
ら
南
蛮
船
・

朱
印
船
へ
ー
」（『
日
本
史
研
究
』
六
九
一
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
4
）
五
島
邦
治
「
若
狭
武
田
氏
被
官
と
し
て
の
吉
田
一
族
の
活
動
ー
嵯
峨

角
倉
の
祖
吉
田
宗
忠
を
中
心
に
ー
」（『
藝
能
史
研
究
』
二
二
一
号
、

二
〇
一
八
年
）。

（
5
）
河
村
昭
一
『
若
狭
武
田
氏
と
家
臣
団
』（
戎
光
祥
出
版
、二
〇
二
一
年
）、

同
「
角
倉
吉
田
宗
忠
は
武
田
氏
雑
掌
吉
田
与
次
に
あ
ら
ず
」（『
日
本

歴
史
』
八
八
三
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
6
）「
神
頭
家
文
書
」。

（
7
）『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
で
は
、「
ミ
ツ
ノ
ブ
」
と
読
む
と
さ
れ
て
い
る
。
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（
8
）『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
で
は
、「
エ
イ
カ
」
と
読
む
と
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
で
は
、「
治
」
は
「
ハ
ル
」
と
読
む
と
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
。

（
11
）
注（
3
）岡
本
氏
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
12
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
〇
年
正
月
二
六
日
条
。

（
13
）
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
。

（
14
）『
角
倉
源
流
系
図
稿
』
で
は
、「
臨
」
は
「
リ
ン
」
と
読
む
と
さ
れ
て
い
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
四
二
七
「
宇
多
源
氏　

佐
々
木
庶
流　

吉
田
」

で
は
、「
宗
林
」
と
記
し
、「
そ
う
り
ん
」
と
読
む
と
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）
注（
4
）五
島
氏
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
16
）
桑
山
浩
然
校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
下
巻
（
近
藤
出
版
社
、

一
九
八
六
年
）。

（
17
）『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
下
巻
。

（
18
）『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
下
巻
、
解
説
。

（
19
）『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
下
巻
、
解
説
。

（
20
）
注（
3
）岡
本
氏
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
21
）『
京
都
市
の
地
名　

日
本
歴
史
地
名
大
系
27
』（
平
凡
社
、一
九
七
九
年
）。

（
22
）
大
永
六
年
一
二
月
二
六
日
付
嵯
峨
千
光
寺
雑
掌
申
状
（『
賦
引
付
』
三
、

桑
山
弘
浩
然
校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
下
巻
）。

（
23
）『
京
羽
二
重
織
留
』
巻
之
四
（『
新
修
京
都
叢
書
』
第
二
）。

（
24
）
注（
1
）酒
匂
氏
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
25
）『
新
訂
増
補　

国
史
大
系　

第
60
上　

尊
卑
分
脈　

第
三
篇
』。

（
26
）『
鹿
苑
日
録
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
）
明
応
八
年
七
月
二
三
日
条
。

（
27
）
注（
2
）河
内
前
掲
「
酒
屋
・
土
倉
の
存
在
形
態
ー
角
倉
吉
田
を
中
心

に
ー
」
参
照
。

（
28
）『
蜷
川
家
文
書
之
二
』（
大
日
本
古
文
書
）
三
〇
四
号
、（
年
月
日
未
詳
）

酒
倉
味
噌
役
免
除
在
所
注
文
。

（
29
）『
言
継
卿
記
』
大
永
八
年
三
月
一
三
日
条
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写

真
帳
も
参
照
し
た
。

（
30
）
元
亀
元
年
一
二
月
二
二
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（「
神
頭
家

文
書（
旧
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
）」）。「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」は
、

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
六
月
に
影
写
さ
れ
、
影
写
本
と
し
て
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
て
き
た
史
料
で
あ
る
。「
神
頭
家
文
書
」
の
な
か
に
は
、

こ
の
「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」
に
相
当
す
る
原
本
が
含
ま
れ
て
お

り
、
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、「
神
頭
家
文
書
（
旧
田
中
光

治
氏
所
蔵
文
書
）」
と
記
し
た
。
ち
な
み
に
、「
神
頭
家
文
書
」
に
は
、

大
正
一
三
年
四
月
二
一
日
付
の
京
都
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
中
村
直

勝
直
筆
の
借
用
証
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
さ
い
に
借
用
さ
れ
た
「
建

武
三
年
六
月
卅
日
足
利
尊
氏
御
教
書
案
以
下
八
拾
通
」
が
影
写
さ
れ
、

「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
31
）
河
内
将
芳
「
山
門
延
暦
寺
焼
討
再
考
序
説
」（
同
『
中
世
京
都
の
都
市

と
宗
教
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
32
）
元
亀
元
年
一
〇
月
九
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（『
等
持
院
文

書
』『
大
日
本
史
料
』
第
一
〇
編
之
五
、
元
亀
元
年
一
〇
月
九
日
条
）。

（
33
）
林
屋
辰
三
郎
『
角
倉
素
庵
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）。

（
34
）
天
文
一
九
年
一
二
月
二
八
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（「
神
頭

家
文
書
（
旧
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
）」）。

（
35
）
天
文
二
二
年
九
月
一
六
日
付
後
奈
良
天
皇
綸
旨
案
（
大
覚
寺
史
史
料
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編
纂
室
編
『
大
覚
寺
文
書
』
上
巻
、
大
覚
寺
、
一
九
八
〇
年
）。

（
36
）
文
亀
二
年
八
月
一
八
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（『
大
覚
寺
文

書
』
上
巻
）。

（
37
）
差
出
の
「
式
部
大
輔
」
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
比
定
で
き
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
佐
藤
進
一
・
百
瀬
今
朝
雄
・
笠
松
宏
至
編
『
中
世
法
制

史
料
集
成　

第
六
巻　

公
家
法
・
公
家
家
法
・
寺
社
法
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
五
年
）の
補
注
102
で
は
、「
末
柄
豊
氏
の
教
示
に
負
う
」と
し
て
、

「
式
部
大
輔
に
狛
親
房
の
可
能
性
を
指
摘
」
し
て
い
る
。

（
38
）
中
島
圭
一
「
中
世
京
都
に
お
け
る
土
倉
業
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』

第
一
〇
一
編
三
号
、
一
九
九
二
年
）。

（
39
）（
元
亀
元
年
）
一
二
月
一
〇
日
付
矢
部
光
佳
書
状
（「
神
頭
家
文
書
」）。

（
40
）
谷
口
克
広
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典　

第
２
版
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
41
）『
大
覚
寺
譜
』
下
（『
大
覚
寺
文
書
』
上
巻
）。

（
42
）
慶
長
一
一
年
五
月
二
七
日
付
板
倉
勝
重
下
知
状
（「
神
頭
家
文
書
（
旧

田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
）」）。

（
43
）『
史
籍
雑
纂　

当
代
記　

駿
府
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九

五
年
）。

〔
付
記
〕

　

�「
神
頭
家
文
書
」
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
神
頭
徹
氏
か
ら
格
別
の
便
宜

を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
稿
は
、

二
〇
一
九
～
二
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
助
成
事
業
・
基
盤
研

究
Ｃ
・
課
題
番
号
一
九
Ｋ
〇
九
六
七
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


